
施 策

基本方針１

みどりの
ネットワークの

形成

樹林地
大木
農地

1-1 重要な樹林地の保全
樹林地
・大木

1-2 都市農地の保全 農地

1-3 民有樹林地や樹木の保全

樹林地
・大木

1-4 憩いの森・街かどの森の拡充

1-5 生き物に配慮した樹林地の管理

宅地
1-6 地域ぐるみでの緑化の推進

宅地
1-7 みどり豊かな開発の促進

公園

1-8 みどりのネットワークの拠点となる大規模な公園づくり

1-9 暮らしに潤いをもたらす身近な公園づくり

1-10 良好な状態に保つ公園管理の推進

1-11 民間の発想を活かした公園の管理運営

1-12 樹木の適切な育成と更新

道路・河川
駅等

1-13 都市計画道路の整備におけるみどりの創出

1-14 河川改修におけるみどりの創出

1-15 駅周辺のみどりの空間づくり

1-16 みどり豊かな公共施設づくり

基本方針２

みどりを育む
ムーブメントの
輪を広げる

新しい仕組み
2-1 個人のみどりを地域で守る仕組みの拡充

区民
協働

2-2 みどりの果たしている役割の周知

区民管理 2-3 公園や憩いの森の区民管理の拡充

人材・団体育成

2-4 みどりを守り育てる人材や団体の育成

2-5 一人ひとりの取組を推進する多彩な講座やイベントの充実

2-6 子ども向け体験型学習の充実

2-7 区民による主体的な取組への支援と交流の推進

基金制度 2-8 練馬区みどりを育む基金のリニューアル

民有のみどりに関する施策の検討について 資料1-2
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樹林地・大木

目指す像

樹林地や大木が
健全に育成され
引き継がれている

重要な樹林地が
保全され

区民が自然にふれあう
ことができる

武
蔵
野
の
面
影
を
伝
え
る
樹
林
地
や
農
地
が
広
が
る
風
景
が
引
き
継
が
れ
て
い
る

見直しの方向性

【重要な樹林地の確保の推進】
みどりの軸沿いの樹林地や屋敷林の保全に向け

た、憩いの森や保護樹林の保全制度の適用の推
進および都市計画決定に向けた所有者との合意
形成の推進

樹林地保全に向けた税制改正や補助制度の拡充
等について、国や都へ要請

主な現状と課題

民有のみどりは、維持管理の負担
から、伐採や強剪定されるものも多
い。

【樹林地・大木の維持管理支援の充実】
保護樹木の本数や大きさに応じた補助への拡充

ボランティアによる主体的な落ち葉清掃活動に
向けた仕組みづくり

重要な樹林地については、緑確保
の総合的な方針に基づき、都市計画
決定や取得により、確保を進めてい
る。

関連
施策

1-3

1-1
1-4
1-5

拡充

個人のみどりを地域で守る取組と
して、ボランティアによる落ち葉清
掃事業を開始し、多くの区民が参加
している。

【憩いの森などの区民管理の促進】
みどりに関心のある団体への働きかけ、区民管
理団体の相互交流の推進

拡充

屋敷林等の樹林地は相続等に伴う
開発や建替えによって減少している。

1-6

所有者から樹林地を借り区民に開
放する憩いの森・街かどの森を増や
し、全国で最も多く開設している。

区民が管理している憩いの森では、
森の特性にあわせ、生き物に配慮し
たきめ細やかな管理がされている。

継続

市街化が進む中、保護樹木の所有
者の多くは、台風時などの安全など
に不安を感じており、維持管理に対
する支援のニーズは増している。

継続

継続
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農地

目指す像

区民が農に親しめる
場が増えており
コミュニティが
育まれている

農業が安定して
継続しており

農と共存したまちが
広がっている

武
蔵
野
の
面
影
を
伝
え
る
樹
林
地
や
農
地
が
広
が
る
風
景
が
引
き
継
が
れ
て
い
る

【区民が農に親しむ取組の充実】
農業者が行う収穫体験事業のブランド化など

の支援を充実

練馬果樹あるファーム、農業体験農園、マル
シェの開設等の支援

民間事業者の開設状況をふまえた区貸借によ
る区民農園の開設と農地が少ない地域での
確保

農福連携や区立学校での練馬産野菜の給食
への利用や体験学習等の拡充

見直しの方向性

【都市農業営農支援の推進】
経営力強化に資する補助金の充実
農サポーターの育成および活用を推進

個別のニーズにあわせた支援や支援案内の実
施に向けた検討

【都市農地の保全に向けた取組の推進】
貸借のあっせんをJAと連携し推進

貸借拡充に向けたスタートアップ支援などの
検討

主な現状と課題

営農継続に向けた農業者支援が引
き続き必要である。高齢化や人手不
足による労力の支援など、個別ニー
ズに即した支援が必要となっている。

拡充

拡充

継続

農業者に加え、学校法人や事業者
等への貸借のあっせんを進めている。
借りたい希望の方が多い状況である。

【農の風景の保全に向けた取組の充実】
農の風景育成地区への支援の充実

農の風景育成地区を活用した農の風景保全の
考え方を検討、多様な主体と連携した農園の
運営手法の検討

継続

継続

拡充

新規

相続等により、農地は減少し続け
ている。

新規

区民が１年を通して農を体験でき
る新しい学びの農園を開園する。区
民や事業者と連携した運営管理を進
める必要がある。

農業者による区民向けサービス
農業体験農園、果樹あるファームとも

に区民に人気である。野菜等収穫体験が
増えているが、支援制度がない。

区による区民向けサービス
区民農園は全区画埋まっており、特に
東部地域では高倍率となっている。
土支田農業公園は農業体験農園のモデ
ル園としてスタートしたが、現在では、
体験農園が18園開設されていることから、
機能の見直しが必要である。

事業者による区民向けサービス
サポート付き貸農園など、区内に５箇

所ある。

対象地の約95％が特定生産緑地に
指定された。

拡充

農の風景育成地区では、補助金を
活用して地域による多様な取組行わ
れている。

新規

1-2

1-2

1-2

3

関連
施策



宅地

開発事業時に
区民が見て豊かさを
感じる緑化が
進められている

地域ぐるみで
区民が見て豊かさを
感じるみどりを
守り増やす取組が
広がっている

地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
豊
か
な
み
ど
り
が
育
ま
れ
て
い
る
住
宅
地
が
広
が
っ
て
い
る

【地域ぐるみでの緑化とみどりの維持管理に関
する支援の拡充】

沿道緑化や街区単位での緑化を誘導するため
に、民有のみどりに関する制度を再構築し、
緑化への支援を拡充

個人のみどりの維持管理を支えあう協働の仕
組みや支援の検討

【開発事業における良好な緑化の促進】

緑化箇所や樹種を誘導する緑化基準への見
直し、事業計画に適した緑化を求める緑化
基準への見直し

統一性や連続性のある沿道のみどりを増や
すために、開発事業者による緑地協定制度
活用への誘導を強化

地域にふさわしい機能を備えた提供公園の整備
に向けた検討

見直しの方向性主な現状と課題

緑化助成の上乗せを一部地域で行
うなどしているが、利用件数は伸び
ていない。

地区単位で区と協定を結んでいる
みどりの協定地区に対して、苗木配
布や緑化助成の上乗せをしている。
集合住宅では緑被率向上や接道緑化
につながっているが、独立住宅から
なる住宅地では目立った効果が出て
いない。

区の緑化基準は、植える量を規定
している。植える場所や内容につい
ては規定していない。

目指す像

1-6

1-7

関連
施策

新規

拡充

拡充

開発事業者の申請による緑地協定
地区は、区内に３地区あり、みどり
が良好に維持される傾向がある。

宅地の緑被率は減少している。原
因のひとつに、維持管理に対する負
担が考えられる。

既存住宅地所有者の申請による緑
地協定地区は、現在ない。

宅地の緑被率は減少している。原
因のひとつに、開発事業において、
屋敷林などの大きな敷地の分割が考
えられる。

区の緑化基準は、敷地面積に関わ
らず一定。また、敷地分割される場
合でも同じである。敷地分割された
ケースではみどりが消失しているこ
ともある。

拡充

開発事業における小規模な提供公
園は今後も増えることが見込まれる。

新規
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区民協働

区
民
が
地
域
の
み
ど
り
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
み
ど
り
を
守
り
育
て
る
取
組
に
参
加
し
、

み
ど
り
が
地
域
の
財
産
と
し
て
育
ま
れ
て
い
る

多くの区民や事業者が
関心に応じて、みどり
を守り育てる取組を支
援したり、活動に参加

している

見直しの方向性主な現状と課題目指す像

みどりについて知る・
体験する場や機会があ
り、みどりへの理解が

広がっている

2-2
2-5
2-6

関連
施策

多くの区民や事業者が
自主的にみどりを守り
育てる活動を進めてい

る

使い途を選べる基金にリニューアル
した結果、寄付件数が増加した。今
後も分かりやすく成果を示す必要が
ある。

つながるカレッジねりまみどり分野で
講座運営を行っている。講座卒業生か
らは、卒業後の相互交流やスキルアッ
プが求められている。

個人のみどりを地域で守る取組として、
ボランティアによる落ち葉清掃事業を
開始し、多くの区民が参加しているが、
さらに広げる必要がある。

みどりを守り育む取組に対する事業者
からの協力を得るための仕組みが十分
でないため、事業者との協働が広がっ
ていない。

環境学習や自然体験プログラム、イベ
ントなどを実施し、憩いの森では、み
どりの役割を掲載した案内板の設置も
開始した。みどりへ関心をもってもら
う工夫が引き続き必要である。

区民との協働による花壇や公園・憩
いの森の自主管理を進めている。新
たな活動の立ち上げや参加につなげ
るために、自主管理団体の活動を、
広く区民に知ってもらう必要がある。

みどりを守り育む活動に参加したい
個人と活動の現場をつなげるため、
みどりの人材バンク制度をスタート
した。マッチング件数は、登録者数
の約3割となっている。

【身近なみどりに触れる場や機会の創出】
区民が気軽に参加できる講座やイベントの開
催、みどりの機能のPR推進

【区民や事業者からの支援の拡充】
多くの区民・事業者がみどりに関心を持つきっ
かけとなるような魅力ある基金プロジェクトの
実施

資機材の提供や広報支援など、事業者ならでは
の協力を得るための仕組みの構築

【活動に気軽に参加できるマッチングの推進】
みどりに関する活動紹介や求人情報の充実
個人と活動を結び付きやすくするためのより効
果的な情報発信

【みどりを守り育てる人材・団体育成】
つながるカレッジねりまみどり分野の運営

講座修了生による団体活動の充実に向けた相互
交流等の推進

【区民活動の周知】
団体の活動見学会や交流イベントの実施など、

活動の周知方法の充実

【区民管理の促進】
みどりに関心のある団体への働きかけ、区民管
理団体の相互交流の推進

【個人のみどりを地域で守る活動の拡充】
ボランティアによる主体的な落ち葉清掃活動に

向けた仕組みづくり

継続

拡充

継続

新規

2-1
2-7
2-8

2-2
2-3
2-4
2-5
2-7

拡充

継続

継続

新規

継続
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